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本機をより便利にお使いいただくためのカスタマイズのしかたをご紹介します。

………… 3スキャン送信時の宛先や設定がリセットされないようにしたい
スキャン／ファクスの初期画面をアドレス帳画面にしたい
機能リストのよく使う設定を見つけやすくしたい
カラーモードや出力ファイル形式などを変更して保存したい
アドレス帳からグループアドレスを探しやすくしたい
複数枚スキャンした後にまとめて送信したい
割り込みボタンを非表示にしたい
消耗品交換メッセージ（トナー予備用意）を非表示にしたい
スキャン操作を簡単にしたい（認証利用で自分宛に送る場合）
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スキャン送信時の宛先や設定がリセットされないようにしたい

［スキャン送信設定］ （または［メール送
信設定］ ）をタップします。

送信後も、送信先と設定をリセットせずに保持できます

機械管理者モードにログインします。

［アプリ設定］をタップします。

［その他の設定］をタップします。 ［スタート後の設定値リセット］をタップします。

［しない］をタップします。 ［ OK ］をタップします。 ホームボタンを押した後、ログアウトします。

歯車のアイコンをタップします。 ［設定］をタップします。

1
1.

2. 3. 4.

5. 6. 7.

8. 9. 10.

以上で、手順は終了です

以降、スキャン送信が完了すると、宛先を含む送信設
定が保持されます。誤送信などが発生しないように、
送信前に宛先や設定が正しいかを確認してください。
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スキャン／ファクスの初期画面をアドレス帳画面にしたい

スキャン送信を例に説明します。

機械管理者モードにログインします。

アドレス帳を初期画面にすることで、アドレス帳ボタンを押す手間を省けます

歯車のアイコンをタップします。 ［スキャン送信］をタップします。

［初期表示画面］をタップします。 ［アドレス帳］をタップします。 ［ OK ］をタップします。

ホームボタンを押した後、ログアウトします。

［アプリ表示のカスタマイズ］をタップします。

1.

2. 3. 4.

5. 6. 7.

8.

以上で、手順は終了です
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機能リストのよく使う設定を見つけやすくしたい

機能の並び順を変更する

機械管理者モードにログインします。

［コピー］をタップします。

［機能リストの表示と順序］をタップします。 並び順を変更したい機能を長押しして、移動します。

機能の並び順を確定したら、［ OK ］を
タップします。

よく使う機能を上位に表示させたり、普段使用しない機能を非表示にしたりできます

ホームボタンを押した後、ログアウトします。

歯車のアイコンをタップします。 ［アプリの表示カスタマイズ］をタップします。

（コピーを例に説明します）

1.

2. 3. 4.

5. 6.

7. 8.

以上で、手順は終了です

長押し

押したまま
移動
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機械管理者モードにログインします。

歯車のアイコンをタップします。 ［アプリの表示カスタマイズ］をタップします。 ［コピー］をタップします。

［機能リストの表示と順序］をタップします。

（コピーを例に説明します）

非表示にしたい項目をタップします。 チェックが外れたことを確認し［ OK ］を
タップします。

機能を非表示にする

ホームボタンを押した後、ログアウトします。8.

以上で、手順は終了です

1.

2. 3. 4.

5. 6. 7.

以上で、手順は終了です

3 機能リストのよく使う設定を見つけやすくしたい
よく使う機能を上位に表示させたり、普段使用しない機能を非表示にしたりできます



7

カラーモードや出力ファイル形式などを変更して保存したい
よく使う機能の設定値を初期値として保存しておくと、操作のたびに設定する手間が省けます。

機械管理者モードにログインします。

歯車のアイコンをタップします。 ［アプリ表示のカスタマイズ］をタップします。 ［コピー］をタップします。

［初期値設定］をタップします。 初期値を変更したい項目を選択し設定します。
設定が完了したら「OK」をタップします。

初期値として設定してよいか確認画面が表示され
ます。「はい（保存する）」をタップします。

ホームボタンを押した後、ログアウトします。

1.

2. 3. 4.

5. 6. 7.

8.

以上で、手順は終了です

4
コピーを例に説明します。
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アドレス帳からグループアドレスを探しやすくしたい
グループアドレスをアドレス帳の「お気に入り」に登録することで探しやすくなります

お気に入りの使い方

ファクスを例にお気に入りの使い方と登録方法を説明します。

［ファクス］をタップします。 アドレス帳ボタンをタップします。 アドレス帳種別ボタンをタップします。

［お気に入り］をタップします。 送信したい宛先を選んで［ OK ］をタップします。

※お気に入りへの登録方法は次のページを参照してください。

1. 2. 3.

4. 5.

［お気に入り］に登録された宛先だけが
表示されます。グループアドレスだけを
登録しておけば、見つけやすくなります。
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お気に入りへの登録方法

ホーム画面で［アドレス帳］をタップします。 登録したい宛先またはグループをタップします。 ［編集］をタップします。

☆マークボタンをタップします。 ［ OK ］をタップします。 ホームボタンを押します。

※お気に入りの使い方は前ページを参照してください。

1. 2. 3.

4. 5. 6.

以上で、手順は終了です

5

xxx.xxxxx @ fujifilm.com

田中

アドレス帳からグループアドレスを探しやすくしたい
グループアドレスをアドレス帳の「お気に入り」に登録することで探しやすくなります
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複数枚スキャンした後にまとめて送信したい
スタートボタンを押す前に、次原稿の設定を「追加する」に変更することで、複数枚まとめて送信できます

スタートの準備ができたら、機能設定アイコン
を押します。 下へスクロールして［次原稿］をタップします。

［追加する］をタップします。
送信先が正しいことを確認して［スタート］
をタップします。 原稿1枚目の読み込みが始まります。

読み込み待ち画面が表示されたら、2枚目の原
稿をセットし、［スキャン］をタップします。

3枚目以降を読み込む場合は［スキャン］
をタップします。すべての原稿を読み終え
た場合は［読み込み完了（送信）］をタッ
プします。 送信が開始されます。

［次原稿］を機能リストの上位に配置する、
または初期値を［追加する］に変更すること
で、操作手順を減らせます。以下のページを
参照してください。
・P.5「機能の並び順を変更する」
・P.7「初期値を変更し保存する」

1. 2.

3. 4.

5. 6.
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［システム設定］をタップします。

［画面/ボタンの設定］をタップします。 ［コントロールメニューの機能配置］を
タップします。 ［割り込み］をタップします。

［未登録］をタップします。 ［ OK ］をタップします。 ホームボタンを押した後、ログアウトします。

歯車のアイコンをタップします。 ［設定」をタップします。

割り込みボタンを非表示にしたい
意図しない割り込み操作を防ぐために、割り込みボタンを非表示にできます

機械管理者モードにログインします。1.

2. 3. 4.

5. 6. 7.

8. 9. 10.

以上で、手順は終了です
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消耗品交換メッセージ（トナー予備用意）を非表示にしたい

歯車のアイコンをタップします。 ［システム設定］をタップします。

［画面/ボタンの設定］をタップします。 ［通知メッセージの抑制］をタップします。 スライドスイッチが入ります。

ホームボタンを押した後、ログアウトします。

［設定］をタップします。

機械管理者モードにログインします。1.

2. 3. 4.

5. 6.

以上で、手順は終了です

7.

8

※通知メッセージのすべてを非表示にすることはできません
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スキャン操作を簡単にしたい（認証利用で自分宛に送る場合）

2MB以内のデータをスキャンした場合はメールに添付され、2MBを超える場合はダ
ウンロード用のURLが届きます。データ保存期間（24時間）内に保存してください。
メール添付できるデータのサイズとURL保存期間は変更できます。

個人認証した後、ホーム画面から［スキャンオート］をタップします。
宛先に自分のメールアドレスが設定されていることを確認し、［スタート］
をタップします。

「スキャンオート」なら、ログイン後、2ステップでスタートできます

1.

原稿の向き､カラー/白黒､両面/片面､圧縮方法などは自動で判別されますので設
定は不要です。一部の設定は手動で選択/変更可能ですが、変更可能な項目は限
定されていますのでご注意ください。

※

※

2.
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